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第1回Aschoff-Honma記念シンポジウムに参加して

山崎昌子

熊本大学発生医学研究センタ

Ascho妊Honma記念シンポジウムは、 これまで10

回にわたって開1mされてきた「生物リズムに関する
札幌シンポジウム」を引き継ぐJI~で新たに開催され

ることなったものです。その第 1IITI目が日本時間生

物 学会 の前日の2005年11月23日に、 rCircadian

Clock of DrosopJ1JJa -A model system for Molecular 

Chronobiology Jというタイ トルで、つくば国際会議
センターで聞かれました (写真 1)。記念すべき第 1

回Aschoff-Honma賞は、Charlott巴1-1巴lfrich-F orster 

博士が受賞しま した (写真 2)。

シンポジウムは、ヴ ァージ、ニア大学のGeneBlock 

博士による特別講演、 4人のシンポジス トによる講
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写真 1. 第 1回Aschoff-Honma記念シンポジウムのパ
ンフレット
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iiif、Aschoff-Honma賞授与式と受賞者である

I-1elfrich-F orsted専士の講演、 祝賀パーティと続きま

した。

Helfrich-F orstedUklごは、 生物における概日リズム

制究の先駆者であるEnglemant~jt士に学び、 Aschoff

とB加 l1Ingにより創立されたドイツの時間生物学の

正統的な継承者と目されます。彼女はR巴gensburg

大学教授を経て、現在はRegensburg大学の動物学

研究所の所長を勤めています。彼女はこのようにH寺

間生物学者として華麗なキャ リアを持ちますが、と

ても気さくな雰囲気を持った方でした。北海道大学

の本間研一先生から記念品を贈呈される|際は、終始

写真2.授賞式の様子。左か ら、 記念の楯を手渡され
る本間研一先生、Helfrich-Forster博士。



にこやかな笑顔を見せていました。家庭や育児のた

めに1i)1:究から離れた経験を持ちながらも、再び復帰

し、 今日までの業綾を築かれた彼女の歩みは、決し

て容易な道のり ではなかったことでし ょう。同性の

研究者として、 今回の受賞に心からの賛7庁を送りた

いと思いました。

Helfrich-Forster博士によ ってその重要性が指摘

されたPDF分子はショウジョウハエの生物H寺計を語

る時にはずせないものですが、 受賞論演では、 若き

日の研究仲間との集合写真を混えつつ、50やdisco

なとずのopticsyst巴mに異常を有する変異体のリズム

の解析によ って、この分子の重要性を発見した経緯

が語られました。また、博士はLL条例ニ下のClゾ にお

いて観察されるrhythmsplittingに興l床を持ち、そ

の現象を誘発していると考えられるLateralNeuron 

のinternal desynchronizationを、 美しい免疫染色の

写真とともに示しました (写真 3)。

写真 3.Helfrich-Forster博士の受賞記念講演の様子。

また、 記念シンポジウムでは 4名のシンポジスト

が最近の研究成果を発表しました。

岡山大 学 の富 岡憲 治先 生 はcry'のcircadian

locomotor activityが明暗周期と祖度周期に強く影

響されることを見いだ し、 3干重類あるclockneuron 

は、温度条件の影響下にあるものと明H音条件の影響

下にあるものとに分類できると述べました。

次に、九州大学の松本顕先生は、ショウジョウパ

エの生物時計に関与する遺伝子を、マイクロアレイ

を用いて網羅的に解析し、それらの機能の解明を進

めています。脳で発現している6000個の遺伝子会のう

ち、 1000個が変動しているそうですが、候補を絞り、

一部については既に変異の評価IIに入っているとのこ

とでした。

アイオワ大学医学部の坂井先生は、求愛行動の拒

絶という好ましくない経験によって長期記憶 (数日

単位)が形成される際に、 Period分子の存在が不可

11寺1ft]生物学 VoI.J2.No.1 (2006) 

欠であると論じました。坂井先生の講演についての

質疑応答のときに、 Helfrich-FörstertL~:士が、 実験に

使用したCREBの変異体について、 Period分子・の発

現量を免疫染色で硲認するように求めました。側iiか

に、 ]1伝写調節因子の変異株を使用する場合、用途に

よっては気をつければならない点だと思いました。

熊本大学の粂和彦先生は、 Dopaminetransporter 

の異常により終日歩き回っている変異体β'1111につい

ての話をしました。11民らず動き回っているというの

に、 [mnの寿命は野生型と比べて変わらないという

点が不思議です。私がショウジョウパエの生物時計

の研究に惹かれる理由は、小さなショウジョウパエ

の脳のなかに、ヒ トやマウスと共通の因子が存在し、

生物時計の制御機構のある部分は確実に両者に共通

な機構があると、。11刀の研究を通しておぼろげなが

ら感じとれるようになったからです。

ともあれ、とても小さな生き物であるショウジョ

ウパエの脳内にある 生物時計をめぐって、 core

oscillatorの追求、網羅的な造伝子解析、H寺計造伝子

産物と記憶の形成、本来のlocomotoractivityを修飾

する因子の発見と、多様なテーマでしかも深くTi)1究

が進められていることに感銘を受けました。

全体講演をされた米国パージニア大学のGen巴

D.Block↑専士はマウスやラ ットなど、 lIr1i乳類の視交

叉 仁核 (SCN)の研究に取り組まれています。ショ

ウジョウパエのclockneuronで、のcoreoscillatorは膜

電位の変動だという報告がありますが、マウスの

SCNの発振機能を制御しているのも、 n寺計分子の発

現量の変化はではなく、 SCNのH良電位の変化である

こということを示されました。また、 SCNには他の

臓器にはみられない、 昼夜の位相変化に対する同調

性の速やかさがあることなどを示しました。さらに、

まだ論文化されていない最新の知見として、 昼夜の

位相を毎週 6時間進めるだけで、マウスの寿命が極

端に短くなるという興味深い知見も披露してくれま

した。

11m乳類のSCNとショウジョウパエのclockneuron、

伴に生物時計の中枢とされ、以上のようにさまざま

な角度からその本体が研究されながら研究が進むほ

どその答えは遠くなるように思えます。生物時言|の

本体とはいったい何なのでしょう。両者を結び付け

る研究上の共通の視点がき っとあるはず…。最近、

PDF受容体がクローニングされ、 PDF受容体はパソ

プレ ッシン受容体のorthlogueで、ある こと がわかり

ました。この間いの答えはもしかするとその辺りに

あるのではないかと楽 しい想像をかき立てられた
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Aschoff-Honma記念シンポジウムでした。

最後に私事ながら、熊本大学で 11民らないショウ

ジョウパエ血lflについての研究を始めて 2年目、 11寺

H寺1:1]生物学 VoI.l2，No.J (2006) 
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|羽生物学と言う言一葉にもなじんできま した。つくば

は私が学生時代を過ごした地でもあり、懐かしく 参

加しました。


